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早稲田応用化学会創立50

周年記念を祝す

のであろう。しかも当会は今や 3.800有余名の会員

を擁し，年身平均して 100名以上の会員増を見るで

あろうととは必至でありますから創立 1∞年後には

実にその会員総計は 10.000 名位を数える様になっ

て，会の運営，事業内容，政治的圧力と言ったもの

も大きくなって一層の発展が期待されるに至るであ

りましょう。

会長 石 川 平 七 さて今や時代の良し悪しは別として異常なまでに

流動化しつ〉あり，教育界もまたいわゆる民主化さ

れたとは言われるが未だ官尊民卑の風潮は確然と残

当会は大正11年に理工学部応用化学科の創立にお っている。例えば私学は経済的に弱いが官学は国の

くれる乙と約6年にして創立されたのである。その 税金でまかなわれており，やはり後者は万事俗福に

後関東大震災に会って校舎が烏有に帰し，また幾度 教育が行われている。しかも ζの傾向は益々開いて

か色々な困難に会いながらもとれらを克服してこ h ゆくであろう。私学振興が畳も今乙そ準備され，計

に50周年を迎えるに至ったととは淘に敬賀する最大 画されなければならぬ時はないと思う。 ζの時に当

行事であります。また同時に乙の久しき洗礼のもと って当局が抜本的な対策を企画すると共に近き将来

ζれらを切り抜けて曲りなりにも今日の隆昌を見た を考え，私学の実状を天下に公表して広く援助を天

ζとも歴代会長を始め教室各先生方，会員，佼友会 下万民に求めるべきであると恩う。

員，有志会員，並びにとれを事務的に援助された職 ζ 〉で我々の外郭団体である当会としても勿論尽

員諸氏の献身的な援助の賜と深く感謝すると共に乙 力をおしむものでない。また母体である応用化学科

の半世紀を慈なく迎えたととを 3.800有余名の会員 教室の後援団体としての当会の設立の意味も大なる

並に 600有余名の学生会員を代表し，心からお祝い ものがあるが実質的には過去において余りそのカを

申上げる次第であります。また現在に至る悶，当会 発揮しておらず，将来に対して ζの点を推進すべき

のため多く尽粋された役員諸氏に対し特に深い敬意 であると痛感する次第である。

を表する次第であります。 さて当会は将来洋々たる前途をもっている ζ とは

さて顧みるに当会の初代の提唱者及び会長は実に 前述した通りであるが，取敢えず会員相互の連絡を

初代の学科主任であっ・た故小林久平先生であった ζ 綿密にするため，また将来の会員の膨張を考えて取

と勿論であって，また先生から直接聞いた余聞によ 急ぎ事務組織の強化を計る乙とが最も重要であると

れば，乙の早稲田応用化学会のみが本当に将来卒業 考えられる。 ζの事務員の整備と言うととについて

すべき何千何万と言う当応用化学科卒業生を中心と は既に数年前より庶務委員，運営委員の手もとで深

した佼友諸氏の学会親睦であるであろうと言われ， 刻に考えられていたのであった。しかし会としては

また当時既にあった日本の大学を背景とした 2. 3 相当の経費を要するので仲々困難であるとされてい

の化学系の学会，会合の如きかなり閉鎖的なものと たが，前にも申しました通り会員数も毎年 120名位

異なり，当会のみがのびのびとして自由に民主的な の割合で増加するととが確実に予想されるので，将

皆さんの学会として育成するととを望むと言われた。 来計画をたてて是非取敢えず一人だけは専従職員を

従って当会は卒業生諸氏と当時の会長であった学科 おきたいと思っておる次第です。

主任を初め教室の諸先生方の努力がその盛衰を決定 また当会としては数年前まで刊行していた早稲田

するのであろうとも付加えられたが，実に我が早稲 応用化学会報を発展した形のものを当分の閉年 1四

回応用化学会の基礎が乙の時できたものと言い得る は年報のようなものと，他に年 1回は現在発刊して
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いる 「応化だより」に似たものを出版してはどうか 同時にとのととは最も賢明有効な会員相互間の連絡

と思う。乙の年 1回の年報は従来の応用化学会報を 法であり，また同時に会の発展策とも称さ るべきで

多少厚くして純学術的な内容のものとし，さらに「応 あると思う。

化だよりJIC似た形のものは会員相互連絡事項，専 さて今まで応化会の発展の事情，会の最大の目的，

門分野の「トピックス」など気楽に読むと共に近況 会の現在又は将来計画の最大の ものなどにつき筆者

などもできるだけ多くを知らせるようなものが望ま の考えを述べたのであった。要するに当会は将来多

しいと思います。御承知の様に学協会では何と言っ くの進展が予想されるし，また運営によっては我々

ても良き刊行物の出版配布が最も大切で学協会の命 校友を中心として教室の将来にも極めて有意義の存

脈を制すると言うも過言ではないと考えられます。 在であるととを期待し得ると確信するものである。

-・・『争............・-・... 

早稲田応用化学会創立50周年記念式典開催

豊 倉 • 賢

47年11月18日(T) 富井 ・山本 ・肝付 ・水野名誉会員と長'年にわたり副会長の大役をお果しいた Yいた山沢

・色川両氏をお招きして.会員 100名参加のもとに臼本工業倶楽部で開催された。御病気で入院中であった

石川平七会長の代りに鎮目達雄副会長が開会の挨拶を行ない，応用化学会のために多年にわた灼献身的に尽

力され，本会の発展に多大の貢献をされました，山沢松男氏，水野敏行氏，色川御胤氏に感謝の意を表すべ

く，感謝状と記念品の贈呈がなされた。ひき続いて記念講演に移り. I日24回卒で現在ダイヤモンド社編集副

主幹の荻原阿爾多氏は "わが国化学工業はどζへ行く"と題し，また!日14回卒で現在附ダイセノレ顧門の水科

元安氏は"化学工業所感"と題して講演された。式典にひき続いて，祝賀パーティーに移り，棚橋幹一副会

長の挨拶ではじまり，山本研一先生，肝付兼英氏と表彰3氏を代表した水野敏行氏からお言葉をいた Yき，

富井六造先生の音頭で乾杯してパーティーとなった。 学園問題で御多忙中の時間をさいて御出席下さいまし

た総長の村井資長先生，主任の城塚正先生その他出席者多数からお言葉を載いて，終始などやかな歓談K時

を過ごし，都の西北の合唱をも って散会した。本式典の開催に当って種々御配慮下さいました秩父セメン 卜

株式会社の佐々間氏に厚く感謝申し上げます。

一懸
J
J一一
一一
一記念式典 壇上は鎮目会長代理 表彰を受けられた色川，山沢，水野諸氏
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左から村井，肝付，中沢，

山本，水野，阪国諸氏

' 
山沢氏と富井先生

壇上は細橋副会長

Z'， 

記念講演中の水科氏
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4配念講演砂

わが国化学工業はどこへ行く

化学工業は，ほかの事業にくらべて，大きな相違

点が沢山ありますが，その lっとして挙げられるの

は，昔も今も同じものを作っている一面があるとい

う乙とだと思います。至極当り前の乙とのようです

が，ほかの工業に比べると，それはかなり目立った

相違点であり，また，考えなければならない問題が

そとに含まれていると思います。

苛性ソーダや塩素，アンモニアといった製品その

ものは.50年前も今も，違いがありません。純度が

よくなったという ζ とは，勿論，大きな意味があり

ますが， しかし，鉄鋼業がさまざまの特殊鋼を開発

ダイヤモンド編集副主幹 して，そのために，新しい用途が開発されたとか，

或は.アJレミの合金がいろいろ開発されて，実に10

荻原阿商多 年刻みといっていいような速さで，用途の内容が大

きく変わっている'ーそういうような変化ではあり

50年前といいますと，大正12年，関東大震災の年 ません。また，自動車や航空機，電化製品などにな

に当ります。当時の日本の化学工業の姿を，眺めて りますと，一層変化が大きく て 5年前のもの，あ

みますと，全体の生産金額は 7億円余りで，いちば

ん多かったものは製紙でした。生産額が 1億 3.9∞
万円で，全体の2096弱を占めていました。 次が医薬

品でレたが，もっとも.とれは大正12年は震災の年

でしたから，医薬品の生産高が，例年の 2倍にはね

上がったのでして，普通の年なら.製紙の次は化学

肥料一一当時は過リン酸石灰が主体でしたが一一化

学肥料が2位で，あとは，ゴム，工業薬品，石ケン，

とい った順でした。

苛性ソーダの生産をみますと.約2万 トンで した

から，昨年の生産 290万 トンに比べて. 145分の 1

というわけです。そ うした普に比べますと，今日の

化学工業は，大変な成長を遂げました。肥料も，尿

素，硫安，塩安と，いろいろな種類の窒素肥料が顔

をそろえていますし.3要素を揃えた化成肥料も沢

山使われています。また，嫌々のプラスチッ クや合

成繊維原料，農薬など，巾の広い製品を大量に生産

しています。

50年という歴史の悶に成しとげた，との大きな成

長は，諸先輩の方々の御努力の賜である ζ とは言う

までもありません。しかし， ζれから先の乙とを考

えますと，時代の変化に応じた新しい進み方という

ものを，考えてみることが必要です。

それは，一言でいいますと，量の時代から質の時

代へ，あるいは，反応の時代から物性の時代へとい

った方が適切かもしれません。そうした新しい進み

方を選ばなければならない時代 一一部の大・企業は

別として，日本の多くの化学会社にとっては，乙れ

から，そう した時代にな っていくのではないでしょ

うか。

るいは去年のものと今年のものとでも，違いがあり

ます。

つまり，進歩の内容と言いますか，技術面での企

業努力の仕方が，ほかの工業は，化学工業に比べて

著しく複雑な面があるという乙とができます。また，

それだけに，企業問の性格の違いや優劣ふ化学工

業より，差がつき易いのでもあります。

化学工業の場合は，例えばアンモニアの製造方法

そのものには，大きな進歩があります。また，生産

規模も大きくな ってきましたし，原料の水素を何か

ら得るかも，全く違ってきました。然し，そうした

技術の変革は，多く海外でなされてきました。

妙な連想ですが，化学工業という仕事は，農業に

似た面があると思います。農業では，米やきうり，

なすといった生産の対象物は，時代が進んでも，そ

う変わりません。その作り方を近代化して，新しい

農薬を使ったり，或は耕運機を買ったりというとと

で， 生産の方法を近代化します。も っとも， ピー 7

ンやセ ロリ ，或はメロンや草花といった高級果物や

園芸品を加えて，内容の高度化をはかる乙とはやり

ますが， 化学工業でも， アンモニアやソーダ，硫酸

のほかに，プラスチックや合成繊維原料を加えると

いったととで，新しい製品を加えてきました。

つまり，色身と新しいものが加わっていますが，

古いものも，依然として大きな地位を占めています。

そして，乙うした乙とから，何故，農業を連想する

のかと言いますと.乙れまでは自主的な技術開発で

個性を育てるととが比較的少なく，市場の要求にふ

り回わされて，何をどれだけつくるかに，最大の関

心が払われたといえる面が目立つからです。
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戦後，特にアンモニアなどの大型化が進められ， 一セント，売上げに占める肥料のパーセントを減ら

また，石油化学が取り入れられてからは，化学会社 すかに，苦心するようになりました。ちょうどそと

でありながら化学の技術者よりも，機械の技術者 へ現われたのが，石油化学でした。アメリカでは，

を欲しがる時代になりました。海外から買入れた技 1925年，大正14年頃から始まっていた工業ですが

術が中心でしたから，当然ですが，勢い，資金調達 ζれを採り入れるととになった訳です。

ILカをもっ人が，会社のトップとして，大いに活躍 それより前，カーパイドからのアセチレンの利用

しました。お陰で， 日本の化学工業は，確かに全体 と， ターノレからのベンゾ-)レ，フェノーノレなどを利

の形の上では，アメリカに次ぐ生産規模のものが多 用する有機合成が発展し始めました。そして，ピニ

くなっています。著しい遅れを急速に取戻すととが ロンと塩化ピニリデンの生産が始まり，塩ピも昭和

できた点では，非常な成功だったといえます。 30年には，生産を始めました。また，ナイロン，フ

しかし，個々の企業についてみますと，形は大き ェノーノレ樹脂，尿素樹脂や，メラミンなども顔を見

くなりましたが，国際的に強力なものに育ったとは せるようになりました。 ζ うした ζ とで，有機合成

いえないと ζ ろが多しむしろ，難かしさを憎した の基盤が次第に整い，やがて，石油化学工業の時代

とさえ言えます。その聞の事情を，もう少し具体的 へと移っていきました。

に振返ってみましょう。

2 

石炭化学から石油化学への転換が始まゥたのは，

昭和3坪頃からでしたが，それ以後，日本の化学工

業の姿は，御承知の通りの大きな変化を遂げました。

それまでは，肥料を中心的な柱にして，あとは，ほ

戦後のわが国化学工業は，復興の柱として，まず かの工業へ薬品を供給するという，比較的地味な工

食糧増産に貢献する化学肥料の生産に力を入れまし 業であったのが，おなじ薬品でも，プラスチック，

た。特にアンモニア系窒素肥料の設備増強から始ま 合成繊維，合成洗剤jという生活κ密着した，大量消

ったといえます。 費物資の原料をつくる事業へ変わったわけです。

硫安換算で，終戦の年には年産43万トンであった その結果，日本の化学工業の売上高は，昭和30年

の杭 2年後には，早くも 130万トンになり，更に に5.076億円であったのが. 40年には l兆 6.000億

2年後には. 208万トンに達しました。乙れは，ひ 円となりました。 ζれは，医薬，化粧品，化学繊維

とつには，日本には水力が豊富で，各地に散らばつ などを除いた金額です。そして，乙のうち無機化学

ていた水力発電所が，爆撃を免れましたので，電力 製品は. 3.∞0億円だったのが6.000億円となって

を利用できたという ζ ともあります。それと，復金 2倍，有機化学製品は 2.000億円が 9.800億円で5

融資が大きなノマックとなったほか，資材の割当など 培近い増加でした。との間，会社は借金と増資を中

いろいろな面で，強力な育成対策が取られたととも 心にして設備投資を重ね，規模が大きく膨れあがり

貢献しました。そうしたととで，急速に生産が伸び ました。

て，昭和24年には，早くも，供給の方が需要を上固 有形固定資産をみますと， 45社の平均が，との10

るようになりました。そして，輸出が始まり，翌年 年聞は，年に平均 16.3%という大きな割合で，ふえ

には硫安換算で20万トン"更に 2年後には. 52万ト 続けました。では，その成長の結果は，どうだった

ンを輸出して，生産の 2割に当たるものが海外へ出 でしょうか。

て行きました。 売上高は. 10年で平均3倍余りの伸びですが，売

いわゆる規模効果というととで，輸出分は，かな 上高利益率は幾分減って. 9.3%. 10年前に11%で

り安く出しでも引合う理くつだったのですが，実際 あったのが. 9.3 %に低下しました。それだけなら

には，西欧からの安値輸出が盛んで，思ったように 問題ないのですが， ζの拡張が多額の借入れで行な

は行かず，輸出は大きな赤字κなるのが，ほ Y常態 われた為に，自己資本比率が大巾に低下しました。

という有様でした。そのうえ. r輸出を安くして， 平均的な会社で半分以下，悪いところは 4分の 1以

圏内へ高く売る法はないJという農家からの声に圧 下になりました。

迫されて，圏内価格も低く押えられるという彼自に それでも， ζの頃までは，まだ，希望的な観測が

陥りました。いわゆる肥料2法という消費者保護の 多くて，新しい事業に対して企業が殺到し過ぎると

色彩の強い法律で振り回わされました。 いう ζ とがお互い問志の閣で噴かれながらも，何か

化学会社の大手は，肥料を中心とした大きな姿へ 他人どとのように聞かれたものでした。しかし，そ

成長したのですが，乙んどは，いかにして肥料のパ の後はどうでしょうか。他人どとではないという状
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態へ，急速に追い込まれてゆきました。 でのような大巾の伸びを見込めなくなっています。

昭和40年頃，既にとうしたモロさが内在し始めて しかも，原料費の高騰や人件費の上昇は，なおも続

いたと乙ろへ，その打開策として打出されたのが， きます。そしてとれは，技術の確立されている製品

一層の大型化計画でした。エチレンは年間30万トン については，海外，特に発展途上国での企業化の可

の規模，アンモニアは日産1，0∞トン以上ーとい 能性を増すものであって，現にそれが実際の動きと

うととで，それを柱として，各製品の規模が引上げ なって説われている点を注目しなければなりません。

られる ζ とになりました。乙れが実現するまでには ζ うして，日本の化学工業をめぐる環境は，いま

大きな曲折がありましたが，とに角.30万トンの線 根本的な変化をみせていると考えられるのでありま

まで持っていかないと，国際競争に耐えられない， す。過去10数年は，石油化学製品という新しい分野

という乙とで. 12カ所のナフサセンターができたわ を加える ζ とで，大きく発展しましたが，いまは，

けです。 その急速な成長が一段落して，企業の乱立が目立つ

しかし，出来てみると， 園内の問志打ちという， ています。しかも，公害問題，発展途上国での生産

極めて残念な結果を招くようになりました。たまた といった新しい面が加わって，環境は更に厳しくな

お不況にぶつかったとか，石油化学方式への切替 ると考えられます。もはや，多数企業を競争させる

えを進めていた製品が，その切替えを終わったζと， 乙とで，全体の成長を促すという時代ではなくなり

或は，輸出の伸びが鈍った乙と，また，プラスチッ ました。国際的な視野に立って，各企業が思い思い

ク公害が矢釜しくなって，需要に影響したという ζ の個性を伸ばさなければならない時代です。

ともあります。そのほか，原料費の高騰やら，人件

費の上昇などと，色々な悪条件が重なって，予想以

上の苦境へ落ち込みました。

3 

ζ うして，さまざまの悪環境が，俄かに重なりま では，日本の化学会社は，具体的にいって，と杓

したが，それに対して，著しいもろさを見せるに到 からどのような道へ進んでいくでしょうか。勿論，

った最も根本的な原因はといいますと，政府の干渉 製品κよって大きな相違があります。 3つに分けて

にあまりにも長く，頼りすぎたといいますか，振り みますと，第 lは，肥料や染料，或は一部の石油化

回わされたといいますか，そうした点にあるといわ 学製品などのように，国際競争K耐えなければなら

なければならないようです。戦後の復興期には，補 ないものです。第2は，海外，特に原料を持つ地域

護や干渉が止むを得ないものでしたが，それが長く で作った方が，明らかに有利，あるいは，原料をも

尾をひいて，しかも，ますます，指導の路線がはっ つ国の政策で，どうしても，自国で作るととを希望

きりした姿をとる方向へむかったとさえ言えます。 するものです。そして 3番目は，国際競争の圏外に

日本経済の高度成長に，石油化学が大きな役割を ある独得な製品，または，輸送コストがか〉るなど

担いましたが，同時に，国際競争に備える必要から， で自給が必要なものです。

設備の急激な拡大が続いたのは，既に申上げた通り ζ うした製品の性格に応じて，それを作る化学会

です。その場合，自由競争ではなくて，きめの細か 社の在り方に，相違が出てきます。国際競争が問題

い設備調整が行なわれました。そして乙れは，適正 になる製品に対しては，企業の合併，統合が，まだ

な規模におさえる効果よりも，新しいパスを仕立て まだ進むζ とでしょう。日本の化学工業は，欧米に

て乗り手を探すといった効果の方が大きい結果とな くらべると歴史が極めて新しくて，アメリカにくら

りまして，多くの会社が企業化へ殺到しました。そ べても，その発生は 80-90年も新しいといえます。

の結果，全体の姿が大きく膨張したというわけです。 大正の頃，ソーダや染料が，海外からの輸入IC押さ

実際には，工場ω新設，増設に追われるが，ある す1て，さんざんな自に遇いましたが，アメリカとド

いは不況に苦しむかという両極端が繰返されました イツ，イギリスでは，その頃，大規模な合併，統合

から，多く の会社は，自主的な技術開発といったと が進められて，小数大企業の時代になっていました。

とには十分な余俗のないま h 進んできました。そ 日本では，第2次大戦後もなお，多数企業を共存さ

うしたととろへ，一層の悪条件が重なって，昨年 せる政策がとられてきましたが，しかし，今は，ど

( 1971年)以来の苦境κ陥りました。 うしても，本格的な国際化を迎えなければならなく

それらの悪条件のうち，不況という一般的な経済 なっているのと，公害，エネルギー事情の面からい

環境は，いま，立直りを見せていますが，石油化学 っても， 反応を中心とする事業の場合，そす1も，量

製品に対する園内需要は，一般的にいって，乙れま 産品を扱う事業の場合は，多数企業形態は難かしく
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なるものと考えられます。 厚さはコン7'2ミリくらいに過ぎない金属ケイ素の

第2の場合，つまり，海外でつくった方が有利， 単結晶ですが，それひとつで， 普の トランジスタゃ

あるいは，原料をもっ国が国策として生産を希望す 抵抗といった部品を，約 1万ほど組込んだ働きをし

るものは，現地での生産が多くなるととで しょう。 ます。米粒ほどの小さな，薄い切片でありながら，

乙れは現ι 日本の石油化学各社が商社と組んで， 背だと大きな部屋一杯fe配列したような装置に匹敵

現地資本との聞に合弁会社を設けるという形で進出 する役目をするわけです。 ζのLSIをつくる仕事と

をはかつているととですから，既に現実の動きとな いえば，写真の技術と酸化，拡散，エッチングなど

っています。 むしろ，化学屋のやるようなものが中心です。

それから第 3の場合，つまり，各社の独得な製品 というのは，極めて純度の高いシリ コンの結品に

あるいは，輸送コス トの関係などから園内での白 ある所へは枇素を拡散させ，ある所へは燐を拡散さ

給が必要なものです。結局，乙れからの化学会社の せて，その境界などを酸化膜でカバーするといった

多く ，特に中堅ないし小規模な化学会社の多く は， 仕事だからですが，とれをエレクトロニクス ・メー

との分野への進出が盛んになるのではないでしょう カーがやっています。 乙れは，単に超々精密を要す

か。との面について，もう少し考えてみますと，そ るというだけでなくて，その複雑な配線が生命です

の独得な分野というものの内容ですが，それは，ひ から，電子機器メーカーがやるのは自然です。

と言でいいますと，化学工業が化学工業という名前 しかし，考えてみますと，電子機器メーカーが，

を捨てる時代 一 少くも，それにあまりとだわらな いつの聞にか化学屋の分野へ手を拡げているという

い時代になるというととではないかと考えます。 結果にな っている ζ とでして，反対に化学屋が，物

プラスチック・メーカーが，住宅産業へ進出した 質の性能を追求していって，半導体を開発したとい

りしているのも，その例ですが，また，プラスチッ うととになっても，不思議はないはずです。と乙ろ

クや無機材料と金属を組合わせた新しい複合材料も が，いまの化学屋は，物性には，一般に関心が薄い

ありましょう。さらに，半導体，セラミック，ホイ といわなければなりませんo

スカ ー，或は，有機化合物の関係では，医薬，農薬 元素の数は90幾つで，存在量がかなり有るものも

などもありましょう。いわゆるファイン ・ケ ミカJレ 10幾つという数にのぼりますが，そうした元素がも

あるし、はライ フインダス トリ ーといった分野などで つ性能，機能というものが，一体どとまで深〈研究

す。 され，利用されているでしょうか。鉄でさえも，極

更に将来としては，電子工業の新しい素材，例え めて純度の高いものが出来れば，いまとは全く違う

ば，無機，有機の様身な半導体を開発するとか，あ 用途が聞けるととになります。

るいは原子炉の材料ーそれも，将来の新型転換炉

から更に増殖炉に必要な耐火物とか，また. MHD 4 

発電に使われる耐火物なども，作らなければならな

くなってゆきます。 それから，今後の化学会社が取組んでいかなけれ

わずか15年ほど前ι 石炭時代から石油の時代へ ばならないもうひとつの菌は，化学と機械，化学と

大きく転換しましたが，乙んどは，石油から原子力 電気を組合わせた製品をつくる仕事です。

の時代へ移る ζ とが，既に始まっています。それは 最近は，機械会社や篭機会社が，化学反応を扱う

核燃料の生産ι再処理という新しい事業分野を大 製品の製作へ進出する動きが盛んで，折角の新しい

きく関乙うとしていますが，同時に，新しい性能の 事業分野が，ほかの業界にとられる傾向を見せてい

素材や，それを使う沢山の装置類を必要とするもの ます。例えば公害対策装置や，海水淡水化装置など

でもあります。そして，そとにも，化学会社のやる 沢山にあります。とうした所に目をつけて，浄化装

べき新しい仕事が沢山にあります。放射性廃棄物の 置と取組んでい るのは.目立製作所とか， 三菱重工と

処理と利用なども，そのひとつでしょう。 か，化学屋以外のメーカーが多い現状です。施設や

化学物質の性能を利用する仕事としては，例えば 機械の製作が主体ではありますが，肝心な取組む'相

高純度シリ コンがあります。電子工業の分野でLSI 手は化学の分野です。 ζれからの汚水は，複雑な有

一一いわゆる大規模集積回路が大変な活躍をしてい 害成分が， いろいろ含まれますから，簡単なろ過や

ますが，乙れなどは，化学物質の機能を最高に生か 撹伴では十分な浄化が行なえないわけで，化学会社

している最も良い例といえます。 が四つに組むに相応しい分野の筈です。少くも，浄

大きさは，わずか3ミリか 4ミリ角くらいで， 化槽は， どとそこという化学会社が指名されるよう
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なζ とにしたいものです。

大安時染にしても同じζ とで，亜硫酸ガスだけで

なく，窒素酸化物対策から，鉛の対策などもありま

す。また，最近は，ゴミ焼却物の周辺は，印刷物の

インキに含まれる重金属類が，灰と一緒に空へ飛び

散って，大気を汚染している ζ とが，問題にされて

います。 ζ うした面でも，排気処理の優れた装置を

つくる専門の会社があっていいのではないでしょう

か。自動車の排気処理は，自動車会社でなくて，そ

うしたととろが優れたものを作るという乙とにした

いものです。装置の全体をつくるのではなくても，

その関係の触媒は一手に引受けられるといった企業

が，化学会社の中から出てもらいたいものです。

自分の工場をクローズト・サイクノレにするととに

ついて大きな関心を払っても，それだけでは，公害

を生む産業の汚名は消えないでしょう。製品が使用

される段階で発生する公害対策機器まで，責任をも

つのは当然のととになります。

そのほか，都市開発と関連して，防火資材の開発

や廃棄物処理の仕事もありましょうし，海洋開発や

医療関係，交通，情報 ・教育， レジャーなど，発展

性の大きい各分野にわたって，化学会社の新しい仕

事が，沢山に生まれていく ζ とでしょう。機械メ ー

カーや電気メーカーが，極めて積極的』乙そうした

面への進出を検討していますが，化学会社も遅れ

ではならない乙とです。

昔から化学工業といえば，他の産業に薬品を供

給するのが主体であって，一人立ちできる大きな製

品といえば，肥料，人絹，セメント，あるいは，ガ

ラス， ビーノレなど，比較的少数のものに限られてい

ました。最近は，プラスチックや合成繊維，農薬な

どが加わって，製品の巾は広がりましたが，最終消

費物資というのは少くて，多くの会社が原料メ ーカ

ーです。そして，原料をつくる仕事は，需要がふえ

れば，容易に装置を大型化しますから，常に激しい

競争におかれます。

「利益なき繁栄Jという言葉は，石油化学時代の

化学工業につけられたものでした。しかも今後は，

中間物やプラスチック原料などをつくる工場が，園

内だけでなくて，中近東，南米，東南アジアなどで

も始まります。日本の化学会社も加わって，それを

推進しはじめているのですから， ζれまでの国内競

争を，そのまま国際舞台へ押し拡げるととになりか

ねません。どうしても，新しい時代には，それなり

の行き方を選ばなければなりません。

鉄鋼業のような，長く続いてきた事業でさえ，時

代の波は，それを斜陽化へ追いやろうとしています。

それも結局は，鉄をつくる国の数がふえてきたか

らです。世界的ピ見た鉄の必要性は，ますます大き

くなりますが，それをつくる国が変わっていくわけ

です。欧米では，既に斜陽色がつよくなっています。

無くなるわけではありませんが，発展の生気を失っ

て，輸入が多くなる傾向です。そして，日本が全勢

時代を迎えましたが.それも今iま，そろそろ，斜陽

化がいわれ始めているという状況です。

再び繰り返しますが，化学反応を扱うだけが，化

学工業の仕事と考えるととを改めて，化学物質の性

質，機能を追求し，利用する仕事にも，積極的に進

出するとと，それと，電気や機械，医学，農学など

他部門の知識をも組合わせた製品分野を大きく開拓

する ζ と，それらをζれからの事業の中心にすると

とが，長い目で見た発展の道ではないかと考えます。

幾つかの大会社は，総合化，システム化ι 特色

を打出して，或いは原子力をも取入れた形で，とれ

までの行き方を拡大しながら発展する道を選ぶζ と

でしょう。それは，海外に設けた合弁会社をも含め

たものであって，原料の取得，製品の販売両面から

いって，そとまでの大組織が必要になりましょう。

然し，多くの会社，特に中堅ないし小規模の化学

会社は，それぞれ，専門分野を深く掘り下げて，そ

れぞれの道で，圏内ばかりでなく，世界市場をも相

手に発展していく ，そうした 2つの姿が， 乙れから

のわが国化学工業の歩む道ではないかと考えます。

御清聴を有難うございました。
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城塚 正

日本列島改造論，外国為替市場の混乱などについ

ての国会や評論における討議に代表されるように，

日本の函際的な役割や圏内の経済，産業構造上の激

変の時期にきているととは周知のととである。との

産業機造の変革の要因を考えてみると，先づ国際的

な高では国際収支の改善努力の行政指導のつまづき

による構造的不況からの脱出のための構造変革指向

である。また汎地球上の資源の供給限界と民族主義

的功制によるエネノレギーおよびその他の資源の経常

的確保の困難さが構造上に波及しているようである。

閣内産業をとりまく直接要因として重要なのは，環

境保全である。 ζれらの諸要因によって白本の産業

構造が変ってゆくのであれば， ζれは産業にたずさ

わる人は勿論われわれも重大な関心をもたねばなら

ない。

化学工業界の構造推移については通産省の産業構

造審議会化学工業部会で論議され，その結果も一部

公表されているが，諸要因の動きが流動的である今

かし一般的な変革の方向としては，知識集約化型へ

の変化であり，ζ れへの化学工業界の対応はライ フ

サイエンスの導入，ファインケミカノレズへの展開な

どが論及されている。ま たテ クノ ロジーアセスメン

卜が産業行政面でとり上げられ，社会要請からの現

在の化学生産行動の価値が論ぜられて， ζれからの

構造変革が考えられている。環境保全の面では化学

工業のク ロースドシステム化が問題とされている。

以上が現下の化学工業構造の変革についての概観

であるとすれば，乙れに伴う大学教育特に応用化学

分野の教育面で考えねばならぬζ とは何であろうか

?。化学工学を専攻する筆者の私見であるが，われ

われの分野で補強せねばならないのは先づ環境保全

のための基礎，応用技術である。すなわち海洋，河

川|系のシステム論上の環境容量を含む汎地球的な産

業エコロジー論，化学工業ク ロースドシステム論，

汚染防止技術とその基礎としての高度分離技術論な

どがとり上げられるべきであろう。また生産繕造の

大型化の意識が薄くなり，高附加価値物質生産工程

への高度技術に対応する基礎としては，多品種少量

生産のシステム論や作業条件の拡大のための超高温

や高圧の生産工程への適用技術などが重視されねば

ならない。また資源の完全利用，化学工業のクロー

ズ ドシステム化のためには，高度分離と合成技術が

問題となるであろうし，全般として応用化学分野へ

システム論的な思考訓練のための諸教課の導入が必

日では確定的な変革の推定は困難のようである。し 婆であろう。

回随 想固

還歴を迎 えて

岡山大学教授 高 中順一

昭和12年春，早稲田の森.応用化学教室を巣立っ

た春秋に富む若人.43名。たえず連絡を取る決意の
長句 え.Iv争う

もと鳶水会を結成した。書憶は鴛驚の契り =お しどり

の交わり=夫婦のむづましさ，から取り，オウスイ

は硝酸一塩酸混合液c1: 3)でなにものをも溶かし

一体となる強固な団結を続けていく乙とを誓ったも

のである。

しかし， 日ならずして日支事変，さらには 4年後

大東道戦争に発展していった事態に多くの級友は試

験管の代わりに銃を纏った。私もそのひとりで海軍

(8 47-2-23) 

航空隊に勤務した。そして敗戦。行方不明あるいは

戦死と再会できない 3名の友を出 した。 戦後の混乱

のため7名の病死者を生じた。残り33名。 ζの20カ

年間元気でいる。そして大部分のものはととし還歴

を迎える。 ζ のうち，半数は社長 ・専務 ・常務・重

役部長として未だ化学工業界第一線で活躍中である

が，参与 ・顧問として後進の指導に当る立場にある

ものも多い。

早応化の思い出。モノレタ Jレ塗りの平屋実験室かり

4階建鉄筋佼舎に移っ たのは 3年生の初めで，まず

われわれから意欲的な卒論を作ろうと正門前の高岡

牧舎2階で誓いを立てた。

大学3年の生活は，その後の人生航路に大きな影

響を与えている。友情。助け合いなが らの学問的知

識の吸収は先生方を困らせ六ものである。とれは九

州 ・北海道への ζ うもり旅行 (昼夜 ・夜活動)にも

現われている。遊びのなかにも人間関係は深まった。

撞球場 ・麻雀荘で，時間を見計らい昨日の講義ノー
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トをコピーする姿は悲壮である。早慶戦で熱が上が ニュースが伝わるや否や早速26名の級友から見舞金

り過ぎ慶応の水原三塁手(現 ・野球評論家)にリン を受けたという連絡。地方Kいても伊藤孝君がζ ま

ゴを投げて今日に残る エピソードを作った級友もい めに発行してくれる"王水会報告"によって相互の

る。 rよく学び，よく遊ぶJ乙のととわざ通りの大 関係や意見が手に取るように解る。 ζの団結が多く

学生活であっ た。との 「よ くJというととばに味合 の逸材を出したクラスとして私は自慢する。ただ残

いがある。適当というととではない。有意義という 念に思うととは母校に級友がひとりも残って くれな

意味である。 かったので，母校との連絡が弱いととである。

戦後，鴬水会は王水会に変身し年 1回の励ま し会 中園地方在住の早応化卒業生は130名に達するが，

をもっζ とにした。そして人生やるべきととをやっ 相互の連絡網がないのは淋しい。私の同期生，石津

た年令になると，年 l回の会合では語り合うにあま 俊夫君(岡山電気軌道郎).宗方千里君(チタン工

りにも閣があり過ぎる。一昨春から年6固とした。 業KJ()と往来するぐらいである。かつては， 宮田隆

偶数月の12日(12年卒にあやかる。土 ・自に当ると 吉君(日本石油精製版)・山田治ー君(山陽パノレプ

きは月曜に延期)。進藤喜信君(電気化学工業以KJ()・小倉達郎君(山陽パノレプKJO ・東正夫君(三

の世話で霞ヶ関ヒリレのとなり。 菱重工業KJ()・ 保田茂蔵君(広島製蝋KJ() ら，さら

東京倶楽部ヒツレ 3階。霞ヶ関三井クラプを会場と に古くは日下部勇君(大栄プラスチ ック工場以)

して，午后6時から 2時間のフ リートキ ング。 森主主彦君(森永製薬KJ() らもいでにぎやかな中国路

開催については，伊藤孝君(大東肥料工業α)を であった。

わずらわし，出席者の多くは在京会員24名のうちか 最後に自己紹介をしておく。岡山大学教授で，教

らであるが，地方会員もその日を当てにした上京出 育学部に所属し理科教育に力を入れている。 高佼化

張するととが多い。私も数回出席したが，卒業後36 学教科書の著者を20年続けている。放射化学の研究

年の間隔を感じさせない。昨秋の会合には学院時代 で理学博士の学位を得た。お役に立つ乙とがあれば

の有機化学の恩師団崎先生をお迎えした。級友伊藤 ど 利用下さい。(旧17回卒)

周蔵君が池袋の癌研究所付属病院に入院したという

⑨消 息⑨

関西支部会の開催

杢 嘉雄

えば，先年盛況に開催された“公害セミナー"のよ

うな催し.見学会等の行事を数多く企画 して行きた

いなどの御飽負についてお話し頂いた。一卒業生と

して，応用化学科の御活躍の様子， ますますの発展

を聞き，大変う れしく，また，たのもしく感じられ

ました。

催しについては，会員相互の連待をはかる意味に

おいても，我々若輩が成長するチャンスという意味

においても， 是非数多く実現して頂き，願わくは，

東京以外においても，乙の様な催しを企画して頂げ

たらと思います。

続いて， 本年度，日本化学会学会賞を受賞なされ

た， 現大阪市立大学，大饗教授 (第24回卒)に受賞

記念卓話と称し，半生を振り返ってのお話を頂いた。

学生時代の実験の苦労話，故山内先生の思い出，大

早桜会(関西支部例会)が4月14日，タ5時半よ 阪府立産業研究所に勤めて居られた頃の色々な恩い

り.OMM (大阪7 ーチ ャンダイス・7 ート) ピノレ， 出，更に米国での留学生活，恩師との出会い，イオ

20階の東天紅にて，大阪の夜景を見ながら開かれま ウ化学に進まれた経緯等々，わずか30分たらずの閉

した。大学より石川会長に御出席願い，応用化学科 でしたが，お話のすみずみに，御苦労と御努力を感

の現況と，来年度の化学科設立を始めとする将来の じられ，ともすれば，華々 しい表面のみを追いがち

理想とする応用化学科の姿，並びι まもなく会員 の私共ι 大きな教訓いと感銘を与えられた一時でし

数も 5.000人になろうとする応化会の事務運営，例 た。
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そのあと出席者の自己紹介を行い，和気諸々の一

時を過し，最後に，本会合の直前 (4月11日)にお

亡くなりになられた，故佐藤信夫氏(第19回卒)の

御冥福を全員で祈り，黙祷をささげ，次回の集りを

約し. 8時半に散会しました。なお本会合の為いつ

石川平七教授御逝去

石川平七先生は昨年10月心臓哨息のため東京女子

医科大学の心臓研究所の病棟に御入院なされました。

御入院後御病気はすぐによくなられましたが，との

機会に徹底的に検査してお乙うとのお気持になられ，

12月中旬まで病院に居られて検査を続けられると同

も御尽力頂いております関西支部長鎮目氏(第16回

卒).中村氏(第24回卒)に御礼申し上げます。乱

文ですが，乙れをもって，関西支部会の開催報告に

代えさせて頂きます。

杢嘉雄記(新17回卒)

牧親彦氏御逝去

当会監事元日本石油精製常務取締役牧親彦氏は咽

喉部疾患のため昨年10月 1日亡くなられました。同

氏の当会IC対してなされた多大の御功績に深く感謝

すると共に慎んで哀悼の意を表します。

時』ζ御養生をなされました。血圧も低くなり，お顔 文先輩をしのぶ

の色も大変良くなり月からは暖かい自には大学 日本石油精製根岸製油所

の方にお見えになる程になられて居りました。とと 次長藤田耕平

ろが 1月末にお自宅でテレビを御覧になっていたと

き急に手足のしびれをお感じになりました。との時 牧先量産は，当社の常務取締役として，その仁徳を

は医者の処置ですぐ平静に戻られましたが， ・2月4 もって製油部門を統卒された。晩年は石油学会の副

日夜，再び発作が起りました。その夜は医者の判断 会長としても，熱心に職務を遂行されたので，その

で軽度の症状であるためそのま〉安静になされ，翌 姿を思い出される方も多いであろう。

2月 5日〈月)朝，再び東京女子医大の心研病棟に御入 退職後は，必ずしも健康に恵まれたとは言えない。

院になられました。御入院後意識も回復され，お話 掬が御不自由な時.お勧めした指圧が大へん効果あ

も出来，ベッド上で寝・起きが出来るようになられ ったと感謝された。応用化学会の総会を当社で開い

ましたが 2月8日朝より昏睡状態になられ. 2月 た際も，御不自由な中IC段取勿のために足を運ば

10日夜9時43分に息をお引き取りになりました。 れた。

享年67才，御病名は脳硬塞であられました。乙〉 最後IC，お宅IL伺った時は，すでに，お声が変つ

に謹んで御報告申し上げると共ι 先生の数限りな でおられた。社内の稲門有志と病院にお見舞した時

い御教訓に感謝し，深く哀悼の意を表します。 は，もはや筆談であったが，石油業界の ζ と，社内

葬儀 ・告別式は2月13日仰正午より杉並区梅里の の ζ とを話して帰った。あの温容はいつまでも忘れ

清見寺にて，盛大に挙行された。早稲田大学総長村 られない。

井資長先生はじめ，理工学部長平嶋政治先生，応用

化学科主任城塚正先生，応用化学会副会長・日本化

学工業株式会社社長棚橋幹一氏から弔辞をいた Yき.

大学関係者，卒業生，学会，業界等から多数の参列

があり，御冥福をお祈り申し上げました。なお先生

の御戒名は 天徳院観学是道居士 であられます。

応用化学科教室，応用化学会では 4月に石川先生

追悼会を企画致して居ります。会員各位多数御参加

下さいますよう，詳細は追って御案内申し上げます。

(皇室倉 賢)
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合合合****食合合****

教室だより
*合*合食合禽食合合禽禽**

学科主任に嫌縁正教領

昨年9月，前主任森田義郎教授の任期満了に伴い，

教室会議における投票の結果，域塚正教授が新しく

応用化学科主任に選出された。

化学科役置について

理工学部に化学科を設置するととについては大坪

ー義雄教授および昭和43年4月に北大から来られた東

健一教授を中心に準備が進められていたが， ζ のた

びまうやく正式に設置が認可され，いよいよ本年4

月から学生を募集する運びとなった。(定員30名)。

化学科の構想については本だよ りぬ9(昭和44年)

に東教授が舎かれているが，教授陣は，東健一，関

綬吉郎，高宮信夫，井口馨，伊藤礼吉，高橋樽彰の

各教授，および蒲生格，多国愈両助教授である。応

用化学科と表裏一体となって協調し，化学および化

学工業の発展に大きな寄与をするととが期待されて

いる o

大学院専修の変更

化学科の新設に伴い現在の有機合成専修から長谷

川，佐藤両教授，無機化学専修から高宮教授，物理

化学専修から多国助教俊がぬけて新しく有機化学専

修が作られた。ま た発酵及び食料化学専修は新しく

応用生物化学専修と名称が変更されるが，スタッフ

は従来通り鈴木， 字佐美両教授である。

その他

。化学系新鋭機器として 3月には高分解能核磁気共

鳴装置(日本電子PS100)が設置され.lHの他13C

の測定も出来，研究上大きな威力を発揮するととが

期待される。

。残念な ζ とに昭和48年度の入試志願者は特に化学

系で大幅に減少し応用化学科約900名使員140名). 

化学科約300名使員30名)で昨年度の応用化学科1.406

名に比較すると，学院からの入学予定者α芯化20名，

化学科4名)を考慮しでもかなり広い門になる。

。川口君リンチ殺人事件に端を発した紛争で本部構

内はかなり荒れた様子であるが，幸い理工学部構内

は平静で全く平常通り授業が行なわれでいる。(佐藤匡)

会務報告

-廉 務・

昭和47年 3月25目的恒例の卒業式が挙行され，

大学院博士課程終了者2名，修士課程終了者60名に

それぞれ学位記が授与された。また学部卒業者 129

名が工学士にな った。

昭和47年4月4目的入学式が挙行され.大学院

博士課程に 3名，修士課程に71名が進学 し，また学

部には 133名入学 して，あらたな学生会員となった。

昭和47年 4月10日側新入生歓迎応化会球技大会

が，西武新宿線の上井草総合運動場で開催された。

応用化学会会長の石川平七先生.副会長の森田義郎

先生，その他の先生方の御出席をいた Yきました。

入学早身の新入生も，学生幹事の世話で野球，テニ

スのチーふをつくり，総勢150名余りが参加した。

昼食は先生方を中心に大学院学生 ・学部学生が同じ

弁当を食べながら，和気あいあいと閑談し，〆年次を

越えた学生聞の親睦を深めた。

昭和47年 6月 1目的大隈会館κて新 ・旧学生幹

事の引き継ぎ会が関かれた。席上会長の石川先生，

副会長の森田先生から御挨拶をいたYき，それにひ

きつ Yいて各委員の先生から学生部会の活動の詳細

について御注意があった。その後学生部会の活動に

ついて幹事問の意見交換がなされた。学生部会の活

動は庶務 ・編集関係の行事と学生を中心とした行事

とがあり，本年は学生相互の親睦を計る行事として

蔵書交換会が催された。

昭和47年度春季運営委員会

2月22目的石川会長，鎮目，棚編，森田副会長

はじめ学外委員8名， 学内委員7名参加のもとに大

隈会館で開催された。まず，人事関係で，長年監事

の大役をお願いしている牧氏が健康上の理由で辞意

を表明されて居られる ζ とと，編集を担当していた

だいた土田委員が佐藤委員に交代したととが報告さ

れた。おもな議題は応用化学会名簿と春季常会であ

った。 名簿については年度内発行のタイムスケジュ
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-)レが討議され， 会社索引 については卒業生3名以

上の企業を50音順にする乙とが決定された。また正

確を期するため3名以上の卒業生の居られる企業に

は特にお世話裁ける人を設け，その方に問い合せや

確認をお願いする乙とを決めた。春季常会において

は種々の意見が出されたが，講演・見学会を同時に

開くとと にし，川口と浮聞の両方を含む通産省の公

害資源研究所を見学する案が決っ た。

昭和 47年度役員会

ひきつ Yいて技術相談所長木内俊二氏の詳細な見学

説明があ って，所内の見学となっ た。所内の見学は

2斑に分かれて種々の研究 ・試験装置を説明 してい

たYいた。引き.続いて 2台のパスに分乗して浮間分

室のモデル装置を見学 し， 午后5時に講演 ・，常会会

場の大限会館に着いた。休憩後午后6時より常会と

なった。最初に会長の石川平七先生から挨拶があり，

引き締，、て，公害第4部第 1課長の市川道雄氏の

同プラ スティックス廃棄物の処理技術"についての

講演を伺 った。 講演後水野敏行前会長の音頭にて乾

杯し，懇親会に移り，終始などやかな歓談に時を過

7月14目的 石川会長.鎮目，棚橋，森閏副会長 し， 午后8時30分に散会 した。特に講演 ・見学会に

はじめ各委員，評議員参加のもとに大限会館で開催 つきまして特別の御配慮を下さいました松本敬信所

された。 席上，石川会長から挨拶があり，牧氏が健 長はじめ，御案内，御説明，御講演下さいました研

康上の理由で辞任したいという申し出があると伝え 究所の諸氏に感謝申し上げます。

られて承認された。次いマ昭和46年度の会務報告と

昭和47年の会務計画について討議された。席上応用

化学会の50周年記念行事に焦点がしぼられ，その式

典を秋に挙行する ζ となど原案が承認された。 昭和47年度秋季運営委員会

昭和47年度春季常会・講演見学会開催 7月24日例市ヶ谷の私学会館で石川平七会長，

鎮目，森田副会長はじめ委員15名家加のもとに開催

7月14目的 午后1時よ り通産省公害資源研究所 された。議題は役員会で決定された応用化学会50周

川口本所および浮間分室の見学会が会員60名参加の 年記念行事についてであり. 50周年記念式典の挙行

もとに開催された。校友の研究所第2部長，坂部孜 とその詳細.記念出版物の刊行，小林基金の増額等

氏の司会で始まり，まず次長芦田誠二氏の概要説明 が討議され，決定された。 (豊倉賢)

叙勲，受賞者

O 故石川平七教授

勲三等瑞宝章

O 故牧親彦氏(1日 9回卒，元日本石油精製側)

石油学会功績賞

O 勝屋 彊氏 CI臼18回卒，新日鉄側)

燃料協会賞

O 大饗茂氏 (旧24回卒，大阪市大教掛

日本化学会賞

O 平田 彰氏 (新8回卒，早大応化教授)

化学工学協会論文賞

O 渡辺治道氏 (新 13回卒， 日本石泊腕)

石油学会論文賞

学位取得者

O 塩沢清茂氏(旧 26回卒，早大工経教授〉

工学博士「伝熱設備の特性と効率化に関する

研究j

O 渡辺治道氏(新 13回卒， 日本石油帥)

工学博士「コハク酸イ ミド系清浄分散剤の作

用機構IC関する研究j

O 伴野蚕計氏(新 18回卒，早大応化大学院)
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昭和46年度会計報告

貸借対照表

(昭和47年 3月31日)

方

金額

545，8∞ 
1，250，000 
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114，305 

3，299，605 
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金

金

借

目

振

預

貯

預

'U 
4
4
a
，
 

便

通

便

期

費

現
郵
並
日
郵
定
仮

¥ 

支 決算表

昭和46年4月1目、

昭和47年 3月31日'

R
自
至

J
H
t
f
t
、

予 算

500，0∞ 
0 

150，0∞ 
130，000 
50，000 
40，∞0 
30，∞0 
200，000 
10，000 

(予)120，827 
1，230，827 

出

金額

726，010 
40，630 
166，338 
30，∞0 
43，981 
40，000 
5，250 

174，000 
14，倒0
11，500 
150，000 
114，305 

1，516，854 

支

費目

会報費

名簿費

集会費

学生部会費

集金費

支部費

用品費

事務費

雑費

基金

名簿積立 金

次期繰越金

小林奨学基金利息収支決算表

(自昭和46年 4月1臼)
至昭和47年 3月31日

予算

120，827 

800，000 

210，000 
100，000 。

1， 230，827 

入

金額

120，8'幻
937，6∞ 
6，200 

255，200 
185，527 
11，500 

1，516，854 

収

費目

前期繰越金

正会員会費

有志、会員会費

学 生会員会費

諸利息

寄付金

出

金 額

250，000 
10，000 
353，218 
613，218 

支

費 目

教員研究費 (2名)

教員公務出張費補助

次期 繰越金

入

金額

318，919 
289，084 
5，215 

613.218 

収

費目

前期繰 越金

貸付信託収益金

普通預金利息

基金(貸付信託)総額387万円(小林基金264万円，水野氏 123万円)

使用済利息 202.5万円(教員研究費等 159万円，小林賞 22.5万円，応用化学科目周年事業 21万円)
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出

金額

400，000 
1.100，0∞ 
200，∞0 
170，000 
60，0∞ 
40，0∞ 
30，0∞ 
210，000 
10，000 
114，305 

2，334，305 

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

支

目

会

報

簿

会

部

金

部

品

務

備

昭和 47年度予算表

費

生

会
名
集
学
集
支
用
事
雑
予

入

金額

114，305 
飽0，∞0
240，000 
100，000 

1.000，005 

収

費目

前期繰越金

正有志会員会費

学生会員会費

諸利息

名簿刊行積立金より

2，334，300 

50周年記念寄付金につきましては多数の方々のど協力によりおかげ様で目標額 000万円)を突破するに

いたりました。詳細は追ってど報告申し上げますが取りあえず中間報告いたし感謝の意を表します。

(鈴木晴男)

名簿発行についてのお知らせ

4年毎lζ発行しております応用化学会名簿が近日中に出来上る運びとなりました。本来，全会員にお送り

すべきものですが，当会の経理が極めて苦しい状態のため，不本意ながら重量近数年間の会費を納入された方

にのみお送りするととにいたしました。何卒事情を御拝察の上，御了承下さるようお願いいたします。

つきましては会費の納入率が約40%とあまりよくありませーん。会の発展のため是非お払込み下さるよう重

ねてお願いいたします。

xx 

ヱ編集 後 記 二

xx xx 

その内容を掲載するととが出来ません。同氏の一日

も早い御回復を切にお祈りしております。

0昨年.年度途中で急きょ土田さんから編集幹事

を引継ぎ，不慣れと生来の不精から"だより"の発

刊が大幅におくれてしまいましたととを深くお詫び

いたします。今後はなるべく回数を多くしたいと考

えておりますので会員諸兄の積極的な御投稿をお待

ちしております。内容は御意見.随想，近況報告な

ど，なんでも結構ですので，御気軽に御投稿下さる

ようお願いいたします。(佐藤 匡)

発行昭和48年 4月

早稲田応用化学会
新宿区西大久保4 早大理工学部内
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佐藤匡

襲 堀越研究所

千代悶区神田神保町 2-20 

rr 

編集兼

発行人

印 刷

発

0石川先生の"応化会創立50周年記念を祝す"の

原稿を 1月中頃に頂きましたが， ζ れが先生のお書

きになられたものの最後になろうとは夢にも考えら

れない ζ とでした。御逝去の報IC接しました時は本

号はすでにかなり出来上っておりましたので，今回

は豊倉さんによる御報告のみを掲載させて頂きます

が，本年6月頃を目標に石川先生追悼号の発行を企

画しておりますので，先生のお人柄を偲ばせるお話

がありましたら御遠慮なく御寄せ下さるようお願い

申し上げます。

(原稿は応用化学科・佐藤匡宛に 5月中旬 までに

お送り下さると幸甚です。)

O応化会創立50周年記念事業のーっとして記念出

版を企画しております。近いうちに編集委員会を発

足させ，出来るだけ立派なものを作りたいと思って

おりますが，御意見等がどざいましたらお聞かせ下

さい。

050周年記念講演を して頂いた水科元安氏からは

その後同氏の健康上の理由』とより本号のための講演

要旨を頂くととが出来ませんで したので残念ながら


